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平成 24 年度 第 2回 亀岡市バリアフリー基本構想（千代川駅周辺地区） 

策定検討協議会 会 議 録（要旨） 

 

日時：平成 25 年 2月 27 日（水） 

場所：亀岡市役所 3 階 302・303 会議室 

10：00～12：00 

1. 開会 

2. 会長あいさつ 

3. 議題 

（１） 基礎調査結果について 

（２） タウンウォッチングの結果について 

（３） 基本構想の目標と整備方針について 

事務局 （資料説明） 

会 長 委員の皆さまより意見をお願いしたい。 

委 員 P.1①国の動きにおいて「ユニバーサルデザイン」という言葉を記載している

が、本文中では、ここ以外には用いていない。ユニバーサルデザインは老若男

女、誰にでも優しいという意味だと思う。バリアフリーはバリアを感じている

人から、バリアを取り除くという考え方だと思う。この 2つは異なる概念であ

り、折り合いをつけることが必要ではないか。もう少し、丁寧にこの 2つの概

念を整理してはどうか。 

事務局 バリアフリーとユニバーサルデザインについて、どのように記載すべきか検

討・整理する。 

委 員 「京都府福祉のまちづくり条例」と本構想はどのような関係にあるのか。本構

想では特に記載がないが、関係するのであれば、その内容を記載すべきでは。 

事務局 「京都府福祉のまちづくり条例」との整合を図り整理する。 

委 員 P.5 バス路線は路線図を示していただくとわかりやすいと思う。 

事務局 バス路線については、路線図を追加し、わかりやすくする。 

委 員 P.12「都計道」は「都市計画道路」と略さずに記述したほうがいい。また、「暗

渠構造物」とあるが、具体的に何を示しているのか。全体的に表現が難しいよ

うに感じる。わかりやすい表現をお願いしたい。 

事務局 構想はできるだけ、わかりやすい表現となるよう工夫する。 

委 員 ノーマライゼーションは、老若男女の差別、障害のある・なしの差別など、全

てにおいて差別がないことだと思う。ノーマライゼーションの考え方も重要。 

委 員 P.15 国道のバス停付近に内藤歯科医院があるが、地図上に示されていない。 

事務局 表示漏れ。 
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委 員 通行が「困難なところ」という表現でまとめるのではなく、「難しい・行きに

くいところ」「行けない・通れないところ」と区別すると整備の方向が明確に

なるのではないか。「難しい・行きにくい」ところは少しの工夫で改善できる

し、「行けない・通れないところ」は抜本的な整備が必要となるだろう。 

 今日、亀岡駅から市役所に向かう途中で歩道の工事をしていた。公共施設や生

活関連施設が多くある地域やバリアフリー基本構想で指定された区域内で歩

行者の通行の妨げになるような工事が長期間ある場合、その情報を広報するシ

ステムづくりができないだろうか。事前の情報提供があれば、移動のしづらさ

がある人は対応することもできるかと思う。 

会 長 とてもいい意見をいただいたと思う。このバリアフリー構想で基本構想を決め

たらいいだけでなく、事前の配慮が本当に必要であることに気付かされた。 

委 員 交通規制を伴う工事については情報提供を行っている。バリアフリー基本構想

の重点地区内、生活関連施設や公共施設が集積しているところでの工事に関す

る情報提供について、どのような方法が可能か検討したい。 

委 員 市内全体ではかなりの道路工事があり、すべて広報するのは大変。広報の方法

を考える必要がある。 

委 員 千代川駅前のマンション工事は道路使用許可を取っているのか。歩道の点字ブ

ロックが途中で切れていたが、警備員は置かなくてもよいのか。 

委 員 許可は取っている。また、指導を行っている。状況を確認して改めて指導する。 

委 員 アンケートの数値は統計上、基礎資料としてよいものなのか。 

事務局 今回は配布数が 500 世帯と少ないため、この地域の参考値として捉えている。

しかし、回収率が 50%を超えていることから、周辺地区にお住まいの方がこの

件について関心が高いことがわかる。 

副会長 P.5 バス路線は国道のバス停に関して記載する必要はないのか。 

事務局 京阪京都交通の路線の数字が上げられていないので、整理させていただく。 

委 員 P.23 交通マナーの向上で「気配りを行うよう交通ルール遵守」という表現はお

かしい。工夫いただきたい。 

委 員 JR 千代川駅の工事に取り組むにあたり、利用に対するアンケートや市民の意見

を聞くことはされるのか。利用者それぞれに思いや提案がある。 

事務局 住民や利用者の方から意見を聞く何らかの機会は必要だと認識している。時期

や具体的な方法、対象等はこれから JR をはじめ関係者と検討していくことに

なる。 

副会長 アンケート調査結果の資-5③道路を通るときに困ることの有無について、この

道路は特定の道路か。 

事務局 調査にあたり設定した仮生活関連経路全体を示しており、特定の道路ではない。 

会 長 次回は、整備期間等の具体的な内容が示されるようなので、よろしくお願いし

たい。 

4. 副会長あいさつ・閉会 


